
　現在，新型コロナウイルス感染症の第 6 波の状況下，新
規感染者の動態は高止まり，いつまでこれが続くのかと
いった心境です．オミクロン株“BA.1”の別系統である

“BA.2”の市中感染が広がっており，感染力の強さと重症
化の懸念が脅威となっています．さらにウクライナ情勢が
気になる時世となってしまいました．
　さて，本誌 5 月号です．今月のピックアップは，Labo-
ratory Practice「心電図検査の内部精度管理」としまし
た．平成 30（2018）年 12 月 1 日より改正医療法が施行さ
れ，検体検査の精度の確保にかかる基準が示されました
が，生理機能検査においても日常の内部精度管理が重要で
あることは言うまでもありません．しっかり確認しておき
たい内容です．トピックスでは「CAR-T 細胞療法」が取
り上げられました．CAR-T 細胞は再生医療等製品の 1 つ
で，遺伝子治療を目的とした製品も含め，先端的な免疫細
胞療法です．この細胞採取や調整に輸血・細胞療法セン
ター，検査については血液検査室の臨床検査技師がかかわ
る時代となりました．今後のタスクシフト業務も含めて新
たなタスクの拡大と考えます．病気のはなし「乳児下痢
症」では，その病因・病態と検査について深く学ぶことが
できます．技術講座（輸血，生理），臨床医からの質問に答
える，疾患と検査値の推移「パーキンソン病」，臨床検査
のピットフォール，読者質問箱の内容は重要事項として押
さえておきたい知識と考えます．フォーカス，ワンポイン
トアドバイス，オピニオン「新型コロナワクチン接種への
臨床検査技師のかかわり」は今後の臨床検査の実践において
も有益な情報となっています．皆さまにはぜひ役立ててい
ただきだいと思います．
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編集室より
　7 月に映画「ジュラシック・ワールド / 新たなる支配
者」が公開されます．1993 年のシリーズ第 1 作「ジュラ
シック・パーク」から約 30 年が経ちました．その間，登場
する恐竜が増えたり，羽毛が生えたりと，近年の古生物学
の成果が反映されてきています．いわゆる“医療もの”の
映画やテレビも1990 年代の作品を見直すと，今の描写とは
かなり異なっていて，比較の視点からも結構，楽しめます．
� （T）
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